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【地勢】

• 酒田港沖北西39.3㎞に位置

• 周囲10.2㎞、面積2.75㎢

【人口・世帯数】

• 令和２年国勢調査人口は158人

(昭和10年代のピークの10分の１）

高齢化率77.2％

• 平均世帯員数は1.6人で、高齢単身

世帯・高齢者夫婦のみ世帯が多い

◎ 飛島の概況

（計画期間：H25～R4）

（１）生活環境

◇空き家の解体による避難路の確保、

避難路の修繕

◇飛島診療所の運営を県・酒田市病院

機構に移管し、医師・看護師派遣

により医療提供体制を継続

（２）産業振興
◇とびしまマリンプラザを改修し

観光拠点として整備
◇すだちの収穫、すだちアイスの販売

（３）新たな技術活用

◇海底光ケーブルを敷設し、島内に

光ファイバー網を整備

（４）関係人口の創出・拡大

◇鳥海山・飛島ジオパークの日本

ジオパーク認定
◇移住体験事業を実施し、関係人口を

創出・拡大

◎ 前回計画の主な施策と成果

【 飛島の概況 / 施策・成果 】

【 本計画の概要等 】

１ 計画策定の趣旨

飛島の現状、課題及びその有する特
性を再評価し、持続可能な発展を促す
ため、離島振興法に基づき、今後10年
間の振興の基本方針となる計画

２ 計画の対象地域
山形県酒田市に属する 「飛島」

３ 計画の期間
令和５年度～14年度 （10年間）

４ 計画の性格
・ 酒田市が作成した計画案の内容を
反映し、県が定める
・ 国、酒田市、民間組織や島民・県民
とともに一体的に推進

目標１ 安全・安心・安定・快適な環境の島 目標２ 持続可能な産業が育つ島

政策１ 島民の生活と観光を支える地域交通の充実

定期船の安全・安定運航

○ 船舶の安定運航に資する取組の推進

○ 島民の本土との往来に係る負担軽減

島内移動手段の新たな展開

○ 気軽に乗れる貸し出し観光自転車の整備

○ グリーンスローモビリティなど新たな移動手段の導入検討

政策２ 生活環境基盤の整備による島の活性化

関係機関との連携による医療提供体制の確保
○ 最新技術を使ったオンライン診療の充実と医療従事者の確保

介護・福祉サービスの充実
○ 介護保険サービス、高齢者の生活支援の充実

生活環境の保全
○ 漂着ごみ等廃棄物の適切な処理、野良猫の適切な管理

防災・減災の取組の推進
○ 避難路の適切な維持管理、避難場所の備蓄品の充実、
避難所機能を有する施設・設備整備の検討等

体験学習など教育活動の展開
○ 飛島の体験学習の場としての活用

インフラ・ライフラインの整備と充実
○ 全ての島民や観光客がデジタルサービスを受けられる環境の整備等

政策３ 観光や産業の展開による島の持続的発展

交流観光の充実による島の活性化
○ 観光客の受入体制の強化と島内観光の快適性の向上
により特に夏場に賑わいを見せる島へ

○ 島内観光施設の適切な維持管理
○ 地域の伝統的な祭事やイルカなど豊富な自然資源
等の隠れた観光資源の発掘による観光客の誘引

新規就業支援や新たな調査研究を通じた漁業の振興
○ 新たな魚種の種苗放流などを通した漁業経営の安定化

自然環境や伝統を活かした特産品の開発
○ かんきつ類の研究栽培の実施
○ 飛島に根差した食文化や伝統工芸品の保存と継承

目標３ 新技術を活用し一緒に可能性をひろげる島

政策４ 新たな技術の活用による島の課題解決

光ファイバー網を使った通信環境整備と事業展開

○ 通信回線の更なる利活用に向けた公衆無線ＬＡＮ環境の整備検討

○ 高速通信を活用した付加価値の高いイベントの開催等による交流人口・

関係人口の拡大

ＩＣＴ等新技術を活用した実証実験による島の活性化

○ 新技術を活用した社会貢献や実証実験の呼込み

○ 再生可能エネルギーの導入検討

目標４ 関わりたい・気軽に行ける・暮らしたい島

政策５ 豊かな自然・観光資源の保全と活用

自然環境や観光資源の保護

○ トビシマカンゾウなどの植物の保護、環境維持

○ バードウォッチング環境の整備と維持

鳥海山・飛島ジオパークを通じた島の周知と発展

○ ユネスコ世界ジオパーク認定に向けた周知活動の強化

多くの人材と連携した環境保全活動の展開

○ 飛島クリーンアップ作戦などの環境保全活動の促進

政策６ 多様な働き方・ライフスタイルに対応した人材の受入れ拡大

島の資源を活かした関係人口の創出・拡大

○ ワーケーションの受入れ拡大に向けた施設整備の検討

○ 関係人口のさらなる拡大に向けたイベントの開催

様々な主体との連携を通じた移住者の積極的な受入れ

○ コミュニティ機能維持に向けた移住者の積極的な受入れ

○ 空き家の整備・解体、島民からの住宅の借上げなどによる、新たな移住

者・定住者の住まいの確保、就業施設の確保の検討

○ 島キャンプ、移住・定住に向けたイベントの実施により、若年層に限らず

幅広い世代に周知

さらなる飛島の振興に向けて

政策７ メリット措置の活用による地域社会の機能維持と振興

特定有人国境離島地域への指定に向けた活動の強化

○ 特定有人国境離島地域として航路運賃や輸送コストの低廉化などのメリットが受けられるよう関係各所へ要望

山形県離島振興計画（令和５年度～令和14年度）の概要


